







































































































































































































































































































































































































































































































































注釈 注 釈 の 対 象 本 文 挿絵 注釈の内容
①
鬼王の役柄と鬘 ・ 当世風 近松の原作の古風について記述
褒め詞 古 風 ・ 古風であることを詳しく説明
② 工藤祐経の役柄と服装・鬘 ・ 当世風
近松の原作の古風について記述
③
古い言葉 古 風 ・ 古風であることを詳しく説明
禅司坊の演技 ・ 古風 古風であることを詳しく説明
④ 五郎の姿と鬘 ・ 当世風 近松の原作の古風について記述
⑤ 十郎の衣装の模様 ・ 当世風 近松の原作の古風について記述
⑥ 近松の原作の上演時期 古 風 ・
古風であることを詳しく説明


















②佐々木亨「曽我たゆふ染」（早稲田大学所蔵合巻集覧稿 35「近世文芸研究と評論」69 号、2005 年）
③佐藤至子「昔の芝居を今見るごとし――柳亭種彦の合巻における歌舞伎の再現」（『西鶴と浮世草子
研究』第五号特集・芸能、笠間書院、2001 年）
④『曽我太夫染』は長野県上田市立図書館花月文庫所蔵本（請求番号：花 43‒226）を底本として用い
た。引用本文は、筆者が適宜仮名に漢字をあて、清濁や句読点を補ったものである。
⑤高野辰之「曽我太夫染」解説と翻刻（注 1と同）。
⑥「俳優の容姿や演技を賞めることばをいう。江戸時代、出端や演技のクライマックスなど狂言半ば
に特定の観客や後援者が贔屓の役者を褒め立て、役者はそれに応えて礼を述べるならわしがあった。
すでに延宝期（1678‒81）から行われていたらしく、元禄期（1688‒704）には褒め詞の冊子も刊行
されている。（略）ときに俳優同士で褒め合う形式もあり、歌舞伎の演出演技に採り入れられた例
もある」『歌舞伎事典』「褒め詞」の項（高瀬精一郎執筆、平凡社、2000 年新訂増補版）
⑦『好偕川傍柳』の引用は、服部幸雄編『宝暦から明治へ――所作事の系譜』（国立劇場上演資料集第
三六、国立劇場、1969 年）による。
⑧「歌舞伎では分別を示す生締めの鬘の立役である。本来ならば敵役であるが、二代目市川団十郎を
はじめ代々の団十郎ら座頭格の役者がこれを勤めることによって肚のある大役となり、血気に逸る
若者を大局から諭し、潔く討たれる機会を与える器量を見せる」『歌舞伎登場人物事典』「工藤祐
経」の項（鈴木英一執筆、白水社、2010 年）
⑨種彦『曽我太夫染』の登場人物の役者似顔絵については、佐々木亨「曽我たゆふ染」（注 2と同）
に詳しい。鬼王（二代目粂三郎）、団三郎（松之助）、曽我十郎（三代目三津五郎）、曽我五郎（七
代目団十郎）、工藤祐経（三代目嵐音八）、虎御前（五代目半四郎）、化粧坂少将（二代目田之助）、
水無月姫（五代目菊之丞）、和田義盛（五代目孝四郎）、禅司坊（七代目団十郎）。
⑩梶原正昭　ほか二人『曽我物語』（新編日本古典文学全集 53、小学館、2002 年）。
⑪「二重舞台の中央に羽織衣裳の工藤が座っている。扮装は工藤家の家の紋である「庵木瓜」の刺繡
のある黒綸子の着付け・羽織。鬘は羅紗張り立髪なしの生締め。皆々に勧められて一人上手の高座
へ上る」『歌舞伎登場人物事典』「工藤祐経」の項（注 8と同）。
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［付記］
本発表に御教示を賜った諸先生方や、資料の閲覧に際して御配慮を賜った長野県上田市立図書館に、
心からの感謝を申し上げる。
＊討議要旨
大高洋司氏は、種彦が合巻に考証の成果をきちんと書き込んで読者に示した、ということは、古い
狂言と新しい当世風とを比較するということ以外に、種彦あるいは読者にとっていかなる意味があっ
たと考えるか、と発表者の意見を求めた。それに対し発表者は、百年以上前に成立した昔の作品をき
ちんと考証したうえで、読者に違和感を抱かせぬように、つまり考証という学問的な性格が露骨に表
れぬように、虚構の世界に取り込むことを、種彦は合巻創作の技法の一つとして確立し、これによっ
て読者は合巻という虚構の中から本当に存在していた昔の文化や風俗などを楽しむことが可能になっ
たと思う、と答えた。板坂則子氏は、『曽我太夫染』以降に作られた種彦の読本や合巻の中でも、考
証の研究成果が使われ続けるのか、と質問した。それに対して発表者は、種彦の合巻は数多く残って
いるが、考証の研究成果が作品の全体の構成にかかわっているものは意外と少ない、と答えた。
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